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脳
神
経
内
科

ど
の
よ
う
な
症
状
で

﹁
脳
神
経
内
科
﹂を

受
診
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

院長補佐
兼 脳神経内科診療主任部長
兼 薬剤部門長 西中和人

にしなか かずと

住
友
病
院 

脳
神
経
内
科
56
年
の
歴
史

1960年頃の住友病院

1964年
東京オリンピック開催

1970年
日本万国博覧会開催

1981年
ポートピア’81開幕

1989年
平成に改元

1990年
国際花と緑の博覧会開催

1994年
関西国際空港が開港

1969年1983年1987年1988年

　

脳
神
経
内
科
と
聞
く
と
「
脳
の
疾
患

だ
け
？
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
神

経
系
と
は
脳
、
脊
髄
、
末
梢
神
経
、
自

律
神
経
も
含
み
ま
す
。
頭
痛
や
意
識
障

害
、
て
ん
か
ん
、
し
び
れ
感
、
筋
萎
縮
、

筋
力
低
下
、
認
知
機
能
低
下
な
ど
が

感
じ
ら
れ
た
時
は
脳
神
経
内
科
を
受

診
し
た
ら
よ
い
か
も
、
と
思
わ
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
下
表
の
よ
う
な
症
状
も
脳

神
経
内
科
の
病
気
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

脳
神
経
内
科
が
扱
う
病
気
は
多
彩
な

症
状
を
呈
し
ま
す
。
お
困
り
の
時
は
迷

わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

住
友
病
院
で
は
、
問
診
と
神
経
学
的

診
察
で
疾
患
の
目
星
を
つ
け
、
画
像
診
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住
友
病
院 

神
経
内
科 

開
設

藤
田
真
佐
之
先
生 

着
任

亀
山
正
邦
先
生 

院
長
着
任

宇
高
不
可
思
主
任
部
長 

着
任

断
(
M
R
I
や
R
I
検
査
)
、
電
気
生

理
学
的
検
査
(
専
門
医
が
2
名
在

籍
)
、
高
次
脳
機
能
検
査
な
ど
で
精
査

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
治
療
も
進
ん
で
き
て
お
り
、
片

頭
痛
の
予
防
薬
や
多
発
性
硬
化
症
・
視

神
経
脊
髄
炎
の
再
発
予
防
な
ど
も
可

能
に
な
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
進
行
を
遅
ら
せ
る
治
療
も
始
ま
り
ま

し
た
。
2
0
2
0
年
か
ら
は
脳
の
血
管

内
治
療
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
今
年
(
2
0
2
5
年
)
１
月

か
ら
脳
神
経
内
科
当
直
も
始
ま
り
、
24

時
間
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

宮崎 元滋先生 着任 ２



脳
卒
中
治
療

脳神経内科診療部長
兼 脳卒中・脳血管内治療室室長
脳神経内科診療部長
兼 脳卒中・脳血管内治療室室長 柴田益成

しばた ますなり

2000年 住友病院新病院完成

2019年
令和に改元

2021年
東京2020オリンピック開催

2025年
大阪・関西万博開催

2006年

西
中
和
人
主
任
部
長 

着
任

2019年

住
友
病
院 

脳
神
経
内
科
50
周
年

2020年2025年

住
友
病
院 

脳
卒
中
・
脳
血
管
内
治
療
室
開
設

柴
田
益
成
部
長 

着
任

住
友
病
院 

脳
神
経
内
科
当
直
開
始

　

脳
卒
中
は
、
脳
や
首
の
血
管
が
原
因
で

「
人
体
の
中
で
最
も
大
切
な
脳
」
が
障
害

さ
れ
る
病
気
で
す
。
脳
卒
中
に
は
３
つ
の

病
型
、
「
脳
梗
塞
」
、
「
脳
出
血
」
、
「
く
も

膜
下
出
血
」
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

い
っ
た
ん
発
症
す
る
と
急
速
に
脳
の
損

傷
が
進
行
し
ま
す
。

　

あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
大
血
管
の
閉
塞

に
よ
る
脳
梗
塞
で
は
、
「
わ
ず
か
１
時
間

で
１
億
２
千
万
の
脳
細
胞
と
7
1
4
ｋｍ

の
神
経
線
維
が
死
に
至
り
、
ヒ
ト
は
平
均

　

今
年
１
月
か
ら
脳
神
経
内
科
と
脳
神

経
外
科
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
24
時
間
３
６
５

日
院
内
に
常
駐
し
、
脳
卒
中
を
は
じ
め

と
す
る
脳
神
経
救
急
疾
患
に
対
応
す
る

取
り
組
み
(
ニ
ュ
ー
ロ
当
直
)
を
開
始
し

て
い
ま
す
(S
A
V
E 

A 

B
R
A
I
N 

P
R
O
J
E
C
T
)。
こ
の
取
り
組
み
は
、

前
述
し
た
よ
う
な
脳
の
壊
れ
や
す
さ

(T
I
M
E 

I
S 

B
R
A
I
N
)と
、

「
脳
を
守
る
こ
と
が
そ
の
人
の
人
生
そ

の
も
の
を
守
る
こ
と
」
と
い
う
我
々
の
信

念
か
ら
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
我
々
は
、

救
急
隊
や
近
隣
の
医
療
機
関
と
直
接
つ

な
が
る
専
用
電
話
(
脳
神
経
救
急
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
)
を
常
時
携
帯
し
、
地
域
の
脳

卒
中
患
者
さ
ま
を
救
う
べ
く
日
夜
活
動

し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
脳
を
守
る

24
時
間
3
6
5
日
眠
ら
な
い

脳
神
経
救
急

脳
卒
中
治
療
は
時
間
が
命

﹁
T
I
M
E�

I
S�

B
R
A
I
N
！
﹂

3.6
年
寿
命
が
縮
ま
る
」
と
試
算
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
、
「
時
は
金
な
り
」
で
は

な
く
、
「
時
は
脳
な
り
(
T
I
M
E 

I
S 

B
R
A
I
N
)
！
」
な
の
で
す
。 

　

当
院
で
は
、
５
年
前
に
「
脳
卒
中
・
脳

血
管
内
治
療
室
」
、
４
年
前
に
「
ス
ト

ロ
ー
ク
ユ
ニ
ッ
ト
(
脳
卒
中
専
用
病
床
)
」

を
開
設
。
「
24
時
間
３
６
５
日
の
脳
卒
中

受
け
入
れ
」
を
開
始
し
、
以
来
一
日
も

休
ま
ず
多
く
の
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
、
発
症

４
、
５
時
間
以
内
の
脳
梗
塞
に
対
す
る

ア
ル
テ
プ
ラ
ー
ゼ
静
注
療
法
(
血
栓
溶

解
療
法
)
や
血
栓
回
収
療
法
、
そ
し
て

あ
ら
ゆ
る
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
を
真
夜
中

で
も
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。
日
本
脳

卒
中
学
会
「
一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」
お

よ
び
「
教
育
施
設
」
に
も
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

必
要
が
あ
れ
ば
、
当
科
と
当
院
の
「
ニ
ュ
ー
ロ
当
直
」

を
ご
活
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
話
題
に
つ
き
、

皆
さ
ま
に
も
っ
と
詳
し
く
お
話
し
で
き
る
機
会
が
あ
る

こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

����������

脳
卒
中
に
な
っ
て
も
困
ら
な
い

地
域
を
目
指
し
て

脳動脈狭窄に対する
血管形成術

治療前

治療後

３



認
知
症
診
療

脳神経内科
兼 脳卒中・脳血管内治療室
脳神経内科
兼 脳卒中・脳血管内治療室 早川直希

はやかわ なおき

　

認
知
症
は
様
々
な
原
因
に
よ
っ
て
脳

の
細
胞
が
障
害
を
受
け
、
記
憶
、
思
考
、

判
断
力
、
言
語
、
見
当
識
(
時
間
・
場
所
・

人
の
認
識
)
な
ど
の
機
能
が
慢
性
的
に

低
下
し
、
そ
の
結
果
、
日
常
生
活
や
社

会
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
状
態
を

指
し
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
認
知
症
の
患
者
数
は
約

7
0
0
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
65
歳
以

上
の
約
5
人
に
1
人
が
認
知
症
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

原
因
の
第
一
位
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
と
呼
ば
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
も
の

忘
れ
」
か
ら
始
ま
る
認
知
症
で
、
約
50
〜

70
%
を
占
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
主
た
る

原
因
で
あ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
は
、

発
症
の
20
年
以
上
前
か
ら
脳
内
に
異
常

な
た
ん
ぱ
く
質
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
異
常
な
た
ん
ぱ
く

質
を
検
出
す
る
こ
と
で
早
期
診
断
・
早

期
治
療
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

 

認
知
症
に
至
る
と
、
ご
本
人
の
尊
厳
が

奪
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
に
も
多

大
な
負
担
が
か
か
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
認
知
症
に
至
る
可
能
性

の
あ
る
方
を
早
期
に
発
見
し
、
進
行
を

抑
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
認
知
症

の
前
段
階
で
あ
る
「
軽
度
認
知
障
害

(
M
C
I
)
」
と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

M
C
I
と
は
、
脳
の
機
能
が
健
常
な

状
態
と
認
知
症
の
中
間
の
段
階
で
あ

り
、
な
ん
ら
か
の
認
知
機
能
に
障
害
が

あ
っ
て
も
日
常
生
活
は
自
立
し
て
い
る

状
態
で
あ
り
、
明
ら
か
な
異
常
が
あ
る

認
知
症
と
異
な
り
、
症
状
は
軽
度
で
年

齢
相
応
と
見
逃
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 専

門
外
来
﹁
も
の
忘
れ
外
来
﹂
を

開
設
し
て
い
ま
す
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以
上
の
よ
う
に
、
認
知
症
の
早
期
診

断
、
早
期
治
療
に
対
応
す
る
た
め
、
当

院
で
も
2
0
2
4
年
度
よ
り
専
門
外
来

と
し
て
金
曜
午
後
に
「
も
の
忘
れ
外
来
」

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

自
覚
的
な
も
の
忘
れ
の
み
の
方
か
ら
、

性
格
変
化
・
妄
想
な
ど
の
精
神
症
状
を

伴
う
方
ま
で
、
原
因
の
検
索
、
治
療
、
生

活
環
境
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー

ス
で
は
、
2
泊
3
日
で
の
髄
液
検
査
を

含
め
た
精
査
や
、
必
要
に
応
じ
て
他
院

¹º��»
��¼«�¸���
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で
の
P
E
T
検
査
に
よ
る
診
断
も
提
案

し
て
お
り
ま
す
。
ご
本
人
、
も
し
く
は
近

し
い
方
で
気
に
な
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
当
外
来
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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電
気
生
理
学
的
検
査

脳神経内科診療部長

田村 暁子
たむら あきこ

　

顔
や
手
足
に
生
じ
る
麻
痺
や
し
び
れ

は
、
脳
が
原
因
と
は
限
ら
ず
、
脊
髄
か
ら

末
梢
神
経
を
経
て
筋
に
至
る
ま
で
の
末

梢
経
路
の
障
害
で
も
よ
く
起
こ
り
ま
す
。

一
般
的
に
糖
尿
病
な
ど
の
代
謝
異
常
で

生
じ
る
末
梢
神
経
障
害
や
、
手
根
管
症

候
群
・
頸
椎
症
な
ど
の
整
形
外
科
疾
患

の
頻
度
が
高
い
で
す
が
、
筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症
や
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
神
経

筋
難
病
、
重
症
筋
無
力
症
、
ギ
ラ
ン
･
バ

レ
ー
症
候
群
な
ど
の
自
己
免
疫
疾
患

も
、
稀
な
が
ら
重
要
な
鑑
別
疾
患
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
末
梢
性
の
神
経
筋
疾
患
は
、

画
像
検
査
の
み
の
診
断
は
困
難
で
、
神

経
伝
導
検
査
、
体
性
感
覚
誘
発
電
位

(
S
E
P
)
、
針
筋
電
図
な
ど
の
電
気
生

理
学
的
検
査
法
が
必
要
で
す
。
神
経
機

能
そ
の
も
の
を
評
価
で
き
る
検
査
で
あ

り
、
神
経
筋
疾
患
の
診
断
に
貢
献
で
き
、

予
後
予
測
も
可
能
で
す
。

　

当
院
は
日
本
臨
床
神
経
生
理
学
会
の

認
定
施
設
と
し
て
、
2
0
2
4
年
の
一

年
間
で
8
0
0
件
以
上
行
い
ま
し
た
。

臨
床
神
経
生
理
学
会
専
門
医
は
2
名

で
、
専
門
技
術
師
総
計
8
名
と
一
緒
に

診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

神
経
伝
導
検
査
︑
体
性
感
覚
誘
発
電
位
︵
S
E
P
︶
︑

針
筋
電
図
な
ど
の
生
理
学
的
検
査
を
実
施
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ま
た
、
当
院
で
は
2
0
2
1
年
か
ら
24

時
間
体
制
で
、
脳
卒
中
を
は
じ
め
と
す
る

脳
神
経
救
急
を
開
始
し
ま
し
た
。
て
ん
か

ん
や
意
識
障
害
な
ど
多
彩
な
脳
疾
患
の

搬
送
率
が
増
加
し
、
脳
波
検
査
の
件
数
も

倍
増
し
、
年
間
5
0
0
件
近
く
に
上
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
岐
に
わ
た
る
脳
神
経
疾

患
の
診
断
に
欠
か
せ
な
い
臨
床
検
査
部
門

と
し
て
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

�ÿ~}
�|{
�[}}~\
�]{}^

_` @? >�³
_` = <;
�: °/

✔

✔

✔

✔

5



Vol.3

歯科診療部長 森 悠衣
もり ゆい

歯
科
定
期
検
診
で
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

先
生
教
え
て
！

���������
��
	��������

　

歯
科
定
期
検
診
は
、
主
に
虫
歯
や
歯

周
病
を
予
防
す
る
た
め
に
口
腔
内
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。
虫
歯
は
か

み
合
わ
せ
面
だ
け
で
な
く
歯
根
に
近
い

部
分
や
歯
と
歯
の
間
に
で
き
や
す
く
、

定
期
検
診
で
は
、
自
分
で
は
気
付
か
な

い
こ
と
が
多
い
「
治
療
し
た
箇
所
の
詰
め

物
の
間
」
や
「
神
経
を
除
去
し
て
治
療
し

た
歯
」
に
つ
い
て
も
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

歯
周
病
は
歯
肉
の
腫
れ
や
出
血
の
有

無
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
深
さ
、
歯
の
揺
れ

の
度
合
い
を
測
定
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
歯

周
基
本
検
査
」
(
下
の
イ
ラ
ス
ト
参
照
)
と

言
い
ま
す
。
歯
周
病
は
初
期
の
段
階
で

は
自
覚
症
状
が
少
な
い
た
め
、
定
期
的

な
検
査
が
重
要
で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

も
口
腔
内
の
評
価
に
極
め
て
有
用
で
、

虫
歯
や
骨
の
状
態
、
歯
根
の
病
気
有
無

の
ほ
か
腫
瘍
や
膿
瘍
、
顎
関
節
疾
患
な

ど
の
疾
患
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
虫
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
た

め
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

な
ど
も
行
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は

普
段
の
歯
磨
き
で
除
去
で
き
な
い
歯
垢

や
歯
石
を
除
去
し
、
口
腔
内
を
清
潔
に

し
ま
す
。

　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
で
は
歯
並
び
や
歯

磨
き
の
癖
な
ど
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り

異
な
る
適
切
な
磨
き
方
を
提
供
し
ま

す
。
定
期
検
診
は
口
腔
内
の
健
康
を
維

持
す
る
に
は
3
ヶ
月
ご
と
に
受
診
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
理
想
で
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

歯
の
健
康
を
維
持
し
、﹁
８
０
２
０
﹂
(※
)

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
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※
80
歳
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
つ
こ
と
。

生
涯
豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
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連携医療機関のご紹介
住友病院では地域の医療機関との相互連携を密にし、最善の治療環境の実現をめざしています。
このコーナーでは、当院の連携医としてご協力いただいている先生方をご紹介します。

今年6月に開院したハートフルクリニック。７月には加納総合病院リ
ハビリテーションセンターがこちらの2・3階に移転し、医療提供と
介護・リハビリテーションが一体的に行える施設となっています。

▶芦田宗宏院長は消化器内科・内科を専門とされています。
はい。大学病院や市中病院の経験を活かし、消化器疾患はもちろ
ん、高血圧・糖尿病・脂質異常症といった生活習慣病を含めた内科
疾患全般の診療に幅広く取り組んでいます。また、救急センターの
勤務経験のある循環器内科の専門医も在籍し、早期発見・早期治
療を心がけています。

▶感染予防対策も行っていらっしゃいます。
発熱症状の患者さまの診療も行っていますので、院外から直接出入
りができる隔離個室や複数の診察室を備え、待合スペース・動線を
分けるなど、院内での感染予防に配慮しています。

▶２・３階には「ハートフルリハビリセンター」が併設されています。
加納総合病院と連携し、当クリニックにかかっておられる患者さま
をはじめ、身体的にリハビリが必要な方に診療面と身体的機能の
維持をトータルマネジメントしています。

▶メッセージをお願いします。
患者さまが元気で健やかに生活できるよう地域の皆さまの健康寿
命を支えていきたいと思っています。無料の健康相談や健康教室も
行っていますのでぜひお越しください。

大阪有数の繁華街、難波駅近くに2010（平成22）年、内科・脳神経
内科クリニックとして開院。2022（令和4）年からは、脳外科専門医
の山田淳二副院長と共に診療されています。

▶診療内容について教えてください。

▶訪問診療も行っていらっしゃいますね。

▶メッセージをお願いします。
地域のかかりつけ医として、患者さまが安心して毎日が送れるよ
う、これからも尽力していきたいと思います。

診療科目：内科、脳神経内科、脳神経外科

山田 郁子 Ikuko Yamada院　長 
山田 淳二 Jyunji Yamada副院長 

南海本線・高野線
「なんば」駅より徒歩すぐ

●アクセス

〒556-0011
大阪市浪速区難波中2-7-23  広和ビル５F
TEL 06-6641-0007

社会医療法人協和会
　　　ハートフルクリニック

なんば山田クリニック

診療科目：内科、消化器内科、循環器内科

芦田 宗宏 Munehiro Ashida院長 
Osaka Metro
堺筋線・谷町線

「天神橋筋六丁目」駅
６番出口より徒歩1分

●アクセス

〒531-0041 大阪市北区天神橋7-4-5
TEL 06-6357-0810

公式ホームページ

公式ホームページ

医療機関の皆様へ【検査・診療予約のご相談はこちらまで】 住友病院 地域医療連携室  TEL 06-6447-3031（直通）FAX 06-6447-3052
受付時間／平日8:30〜19:00

地域は大阪市南部から堺市と広範囲にわたり、ほぼ毎日訪問診療
に伺っています。脳外科疾患については和歌山まで訪問することが
あります。神経難病の方や通院拒否のある認知症患者さまが多く、
女性の認知症患者さまは男性医師を嫌がる方もあり、女性ならばと
受け入れてくださる方もあります。在宅でも寝たきりの患者さまに対
するポツリヌス療法や胃�(いろう)交換なども行っています。脳神
経外科では在宅でITB（バクロフェン髄注）療法もしています。在宅
療養は、訪問看護師さん、薬剤師の先生、リハビリの先生などとの
多職種連携が大事だと考えています。

一般内科はもちろん、脳神経内科疾患の治療、睡眠時無呼吸症候
群のCPAP治療、片側顔面痙攣(けいれん)や上下肢痙縮に対するボ
ツリヌス療法なども行っています。

堺
筋

戎
通

なんさん通

パ
ー
ク
ス
通

なんば
パークス

な
ん
ば
駅

髙島屋

難波中2

なんば山田クリニック

都島通

鶴満寺公園

社会医療法人協和会
ハートフルクリニック

天
神
橋
筋
六
丁
目

堺
筋
線

阪
急
千
里
線

O
saka M

etro

谷町線

Osaka Metro

南
海
本
線
・

　
　
高
野
線
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健康管理センターより健康管理センターより

〒530-0005  大阪市北区中之島5-3-20
TEL.06-6443-1261（代表）

【受付時間】8：30〜11：30、12：30〜15：00
“Sound”には、「音」のほかに「聴診する」「健康な」「確かな」という
意味も含まれています。

今号の広報誌「Sound」の取材に関しては、マスク着用のうえ実施し、撮影時のみマスクを外して行っています。

住友病院だより「Sound」◎発行人：金倉  讓　◎編集：西野  秀、細畠  研一、川原  知子、小島  夢輝
「こんなことが知りたい」など、本誌についてのご意見・ご感想を当院ホームページの「お問い合わせ」フォームにぜひお寄せください。よりよい誌面づくりの参考にさせていただきます。住友病院だより【Sound vol.67】2025年10月1日発行

2025年度 市民公開セミナーのご案内
当院では、市民の皆さまに医療に関する理解を深めていただき、健康促進にお役立ていただくことを目的にセミナーを開催しています。
参加費は無料ですので、どうぞお気軽にご参加ください。

※セミナー開催予定は予告なく変更する場合がございます。スケジュール、最新情報、申し込み方法等詳細は、当院ホームページでご確認ください。

12月11日（木）
14:00~15:00 眼科白内障手術の今 ～最新の眼内レンズと選び方～

2026年3月12日（木）
14:00~15:00 内分泌代謝内科いまさら聞けない？ メタボの知識

開催日 テーマ（仮題） 担当科（予定）

脳ドックコースが
　　新しくなりました！

INFO R M ATIO N

「中之島なつまつり2025」開催！「中之島なつまつり2025」開催！

TEL：0570-01-3335（平日：10:00～16:00）

お問い合わせ 14階健康管理センター

※ただし、「ミレボ 」だけの検査は行っておりません。

11月14日(金) 9：00～12：00日時
住友病院 1階正面玄関 他1階エリア会場

11月14日は「世界糖尿病デー」（※）です。糖尿病について、正しく知っていただくイベントを今年も開催いたします。
当日は、わくわく体操や血糖値・身長体重測定、相談コーナー（医師・栄養士）の参加型イベントだけでなく、先進デバイスや健康
メニューサンプル、ポスター展示もございます。ちょっとしたことでも気になることがありましたら、ぜひ医師や看護師、多職種の
専門スタッフがいますのでお気軽にお声掛けください。
ご来場をお待ちしています！

※「世界糖尿病デー」（World Diabetes Day）とは
拡大を続ける糖尿病の脅威を踏まえ、国際連合は、平成18年から毎年
11月14日を「World Diabetes Day」に認定し、世界各地で糖尿病の
予防、治療、療養について啓発活動を推進することとしました。

昨年の様子

年末年始の診療体制 年末年始の診療日は下記の通りです。ご注意ください。

最終診療日 通常診療なし（急患のみ） 通常診療

2025年12月26日（金） 12月27日（土）〜2026年1月4日（日） 1月5日（月）

「世界糖尿病デー」イベントを開催します！

当院の脳ドックコースでは、認知機能検査「ミレボ 」を新規導入しま
した。約３分間、目で画像を見つめていただくだけで認知機能を客観
的に評価できる検査です。

「最近もの忘れが多い気が…」と
いう方におすすめです。
ぜひ一度当院の脳ドックをご受診
ください。

第10回


